
令和元年度１学期 第３学年 道徳学習プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じまんの町にくらす すてきな自分 

ねらい 自分の住む町に誇りをもち，人のために働くことのよさを感じ取って，自分にできる

ことを進んでやっていこうとする態度を養う。 

 
児童の意識の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分の町のこと

について，知らな

いことがあるぞ。

もっと知りたいな

。 

じまんの町にくらす ぼく・わたし 

できることを すすんで やりたい！ 

時

期  

４ 

月 
 

 
５

月 
 

 

 

 

 

 
６

月 

 

 

 

 

 

 

７

月 

②自分の町にはい

いところがたくさ

んあって嬉しい。

みんなのために頑

張っている人って

素敵だ。 

⑦私も，自分にで

きることを進んで

やっていこう。人

の役に立つのは嬉

しい。 

各 教 科 ・ 領 域 と 道 徳 科 と の 関 連 

⑤お年寄りや体の

不自由な方の立場

に立って考えるこ

とが大事だな。 

⑧私にできること

は何かな。やって

みたい！ 

 

③特別の教科 道徳「やさしい人大さくせ

ん」 

【親切，思いやり】 

困っている人の気持ちを考え，

優しい思いやりの心で接しようと

する態度を育てる。 

 

①社会科「わたしたちの町のよう

す」 

【社会科における道徳教育の視点】 

自分たちの住む町についてその特

徴を知り，町のよいところに気づ

く。 

②総合的な学習の時間「地いきのすてきを見つけ

隊」 
【総合的な学習の時間における道徳教育の視点】 

地域の人・もの・ことについてその

よさを調査し，地域を愛し，自分を支

えてくれる人々を尊敬する心情を育て

る。 

④特別の教科 道徳「大通りのサクラなみ木」 

【感謝】 

自分の生活が，間接的にも様々に，

多くの人々によって支えられているこ

とに気付き，そうした人々を尊敬し，

感謝する心情を育てる。 

⑤総合的な学習の時間「海田の町の福祉を知り隊」 

【総合的な学習の時間における道徳教育の視点】 

車いす体験を通して，相手の立場を考えたり相手の気持ちを想像したり

しようとする態度を育てる。 

⑥学級活動「係や当番活動を見直そ

う」 

【学級活動における道徳教育の視点】 

自分の係や当番活動を振り返り，

自分の役割を果たし，進んで仕事を

しようとする態度を育てる。 

⑦特別の教科 道徳「やさしい人大さくせん」「ことぶき園に行ったよ」 

【勤労，公共の精神】 

働くことの大切さを知り，進んでみんなのために働こうとする心情を育

てる。 

⑧総合的な学習の時間「自分たちにできることを実践しよう」 

【総合における道徳教育の視点】 

自分たちの町に住むお年寄りや体の不自由な方のために，自分たちにで

きることを実践しようとする意欲をもつ。 

④自分は多くの人

に支えられている

んだ。有り難うご

ざいます。 

 
③自分も「やさし

い人大作戦」がで

きるといいな。 

⑥自分の仕事を進

んでできるといい

な。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

                               指導者 T1 中坪 清美 

                                   T2 宇多 弘典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 児童が実感を伴う納得解を得，実生活に生かすことができる道徳学習プログラムの作成 

感謝の気持ちは他人に押しつけられて生まれてくるものではない。自分を支えてくれている人々 の存在に気付き，

支えてくれる人々 の思いに気付いたとき，自然と感謝の気持ちが湧いてくる。そこで，児童自らの気付きを引き出すた

めに，道徳学習プログラムを作成し，次のような工夫をする。 

事前に総合的な学習において，「地域のすてきを見つけ隊」という活動を行い，地域のために活動している方をゲス

トティーチャーとして招き，活動内容やそこに込められた思いについて話を聞く場を設定する。児童がそれまでに作

成した「地域のお宝マップ」に「地域のすてきな人」を加えるという共通の体験をすることで，自分を支えてくれてい

る人々 の存在とその思いを実感を伴って気付かせるようにしたい。 

本授業の主題は「感謝」であるが，導入部分において，「感謝」という言葉を用いたテーマを設定することは適切

ではないと考える。このようなテーマ設定は教師誘導型の授業を招き，テーマの枠内での問題探しとなると考える。

そこで，桜並木の雰囲気を写真で示し味わわせながら，「この話で考えてみたいこと」を児童に問い，登場人物の思

いや行為の意味について考えるテーマを引き出すようにする。 

展開前段においては，大西さんの行為に込められた思いや，大西さんを尊敬する主人公の気持ちに十分に共感させ

たい。その際，児童の中に内在するであろう感謝の気持ちに気付かせるために，T2が「大西さん」役になり，役割演

技を行う。 次に，「どんなとき，だれに『ありがとう』と思いますか」という事前アンケートの結果を提示する。こ

こには「ごはんを作ってくれる家族」「水筒を持ってきてくれた友達」など，自分に対して直接的に何かを「してく

れる」ことに対しての感謝が主に示されている。そこで，「大西さんはサクラに対しては世話をしているけれど，『ぼ

く』に対して何かをしてくれたわけではないのに，どうして『ありがとう』と思うのですか。」と発問し，大西さん

が，見えないところで「ぼく」を支えている存在であることへの気付きを深めたい。 

展開後段においては，「あなたにも，大西さんのように自分を支えてくれている人がいますか。」と問いかける。

ここでは児童自身の気付きを大切にしたい。児童は，総合的な学習の時間の経験を思い出し，地域の方などの名前を

挙げていくだろう。「どうして大西さんに似ていると思ったの？」「○○さんのどこが素敵なの？」「○○さんのこ

とをあなたはどう思うの？」などと発問することで，児童の中から「感謝」の気持ちが自然と湧き出てくると考える。 

○ 発問の工夫 

本授業は【A共感的な発問】【A共感的な発問】【B分析的な発問】【C投影的な発問】【D批判的な発問】の順で

5つの発問を計画している。心情について扱う資料のため，【A】の発問は欠かせない。工夫点としては，【C】に係

る発問を取り入れ，役割演技で主題に係る心情を引き出すことである。中心発問は【D】に分類されるもので，教材か

らやや離れて児童の「感謝」に関する考え方を問うものになっている。各発問の意図については，本時の学習展開に

述べている。 

 

 よい人間関係を築くためには，根底に相手

に対する尊敬と感謝の念が必要であるが，こ

うした気持ちは，人々に支えられ助けられて

自分が存在するという認識に立つときに育ま

れる。ここでは，感謝する対象を家族など日

頃世話になっている身近な人々に加え，見え

ないところで自分たちの安心で安全な生活の

実現のために働く人などの存在に気付き，そ

の人々によって生活が支えられていることに

ついて考えを深めさせ，尊敬と感謝の念を育

むことをねらいとする。 

ね ら い と す る 価 値  

考 え ， 議 論 す る 道 徳 の 時 間 を 充 実 さ せ る た め に  

第３学年１組 道徳科学習指導案           令和元年 6月 5日（水）6校時 

 

主題名：感謝の気持ちを持って Ｂ感謝 

資料名：大通りのサクラなみ木（東京書籍）      男子 17 名 女子 16 名 計 33 名 

主題について 

 

① 児童は５月に「親切・思いやり」の内容項目で，人の

気持ちを考え，思いやりの心で接することについて学習

した。この際親切な行為に対し感謝し人のために行動を

起こすことの大切さについて考える経験をしている。 

② 自分のために，直接的に助けてもらった人に対して

は，素直に感謝の気持ちを抱き表出することができる

児童が多いが，地域の方や先達の存在に十分に気付き

感謝の気持ちを抱いている児童は多くない。 

③ 道徳の時間では，恥ずかしさのため発言する児童が

限られている。友達の意見に耳を傾け，自分の考えと比

較しながら考えることの楽しさや大切さについて少し

ずつ気付きはじめている。 

児 童 の 実 態  



２ 本時のねらいと授業の展開 

 

 

（１） 本時のねらい 

 自分の生活が，間接的にも様々に，多くの人々によって支えられていることに気付き，そうした

人々を尊敬し，感謝する心情を育てる。 

（２） 本時の学習展開 

過
程 

学習活動 

○主な発問 

●中心発問 

・予想される児童の心の動き 

◇指導上の留意事項 

□道徳学習プログラムとの関連 

□発問の意図 

＊評価 

 

 

 

 

気 

 

付 

 

く 

 

１ 桜並木や「はなみずき通り」の写真を見

て，教材を読み感想を交流し，これから考

えたいことをはっきりさせる。 

 ・きれいな花だな。誰が手入れをしている

のだろう。 

 ・「大西さん」は偉いなあ。どうしてそこ

までして頑張るのだろう。 

・「ぼく」が「今年のサクラは違って見え

た。」のは，どうしてだろう。「ぼく」

の気持ちを考えたい。 

 

◇ 読むことに抵抗を感じている児童もい

るので，話の内容を捉えやすくするため

に，Ｔ１が読み語りをし，ＴＳが挿絵や

文カードを掲示する。 

 

 

 

 

と 

 

ら 

 

え 

 

る 

 

２ 「大西さん」のサクラの世話に込めた思

いや「ぼく」の気持ちを考える。 

○ 「大西さん」は，どうしてそんな大変

な世話をするのだろう。 

【Ａ共感的な発問】 

 ・みんながきれいだなあと思ってくれるの

が嬉しいから。 

 ・町が明るくなる。町が大好きだから。 

 ・町の人が笑顔になるから。 

 ・声を掛けてくれるのが嬉しいから。 

○ 「とてもやりがいがあるんだよ。」と

話す「大西さん」に，「ぼく」は，どん

な思いをもったでしょう。 

【Ａ共感的な発問】 

・「大西さん」はサクラのことも町のこと

も考えていて偉い人だ。 

・町のことが大好きだなんて素敵だ。 

・ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えたいこと ・どうして，「大西さん」はサクラのお世話をするのかな。 

（例）    ・「大西さん」のことを知った「ぼく」の気持ちを考えたい。 

本時の学習 

□発問の意図 

 ここでは教材の話の中に十分に浸ら

せ，主人公と「大西さん」の思いに共感さ

せたい。「大西さん」は，町の人々が喜ぶ

ことを嬉しく思い，大変な作業でさえ「と

てもやりがいがある。」と感じている。そ

うした姿は，児童にとっても「偉いな。」

「素敵だな。」と素直に感じることがで

き，尊敬の気持ちが湧いてくるであろう。

【Ａ共感的な発問】を重ねることで，この

ような気持ちに気付かせたい。 



○ 「今年のサクラは今まで見てきたサク

ラとはだいぶ違って見えた。」のは，ど

うしてだろう。【Ｂ分析的な発問】 

・「大西さん」が頑張っていることを知っ

たから，きれいに見えた。 

・サクラを大切にしたいと思ったから。 

○ もし，このときバッタリ大西さんにサ

クラの前で会ったとしたら，自分だった

ら大西さんに何か言いますか？ 

【Ｃ投影的な発問】 

・大西さんたちのおかげで，きれいなサク

ラを見ることができます。ありがとうご

ざいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 児童の中に内在するであろう感謝の気

持ちに気付かせるために，T2が「大西さ

ん」役になり，役割演技を行う。 

 

 

 

 

 

 

深 

 

 

め 

 

 

る 

 

３ アンケート結果について知り，直接的に

関わりがなくても支えてもらっている人が

いることに気付く。 

○ 直接何かをしてくれたわけではない相手

に，「ありがとう」と思うだろうか。 

【Ｄ批判的な発問】 

補助発問「大西さん」は，サクラのために

世話をしているが，「ぼく」の世話をし

ているわけではない。アンケート結果か

らも，「自分のために～してくれる」こ

とに対して，みなさんは「ありがとう」

と思っている。どうして「ぼく」は「ぼ

く」に対し，直接何かをしてくれるわけ

でない「大西さん」に「ありがとう」と

思うのだろう。 

・直接ではなくても，「大西さん」は「ぼ

く」を支えている。 

・「大西さん」のお世話が，サクラを満開

にして，満開になったサクラが町の人を

元気にしているから，つながっている。 

・見えないところで，仕事をしてくれてい

ることも自分を支えていることになる

と，「ぼく」は気付いた。 

 

 

 

 

見 

 

つ 

 

め 

 

４ 自分の周りにも，自分を支えてくれる人

がいるかをワークシートに書いて考え，多

くの人に支えられていることに気付く。 

 

● あなたにも「大西さん」のように，自分

を支えてくれている人がいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□発問の意図 

 「ぼく」が「今年のサクラは今まで見

てきたサクラとはだいぶ違って見えた。」

のは，大西さんの努力を知り，見方を広

げ感謝の念を抱いたからに他ならない。

そのことを言語化し認識することが，児

童自身の「自分を支えてくれている人々」

の広がりを意識させることにつながると

考えた。そこで，【Ｂ分析的な発問】に

より，「サクラが違って見えた理由」に

ついて問う。児童はそれまでの丁寧な状

況把握と，多面的な見方により，「自分

だったら大西さんに何か言いますか？」

という【Ｃ投影的な発問】に対し，自然

と感謝の気持ちを抱くことができるであ

ろうと考える。 

□発問の意図 

 「直接何かをしてくれたわけではない

相手に，『ありがとう』と思うだろうか。」

【Ｄ批判的な発問】という発問は，児童の

アンケート結果と，先に生じた「感謝の気

持ち」のズレを認識させるものである。こ

のことにより，直接的に何かをしてくれ

た相手だけでなく，さらに広い相手，例え

ば地域のボランティアの方などにも，自

分が支えられていることを自覚すること

ができるのではないかと意図している。 

アンケート結果 

どんなとき，だれに「ありがとう」と思

いますか。それに対して，どのように「あ

りがとう」を伝えていますか。 

・ごはんを作ってくれる家族 

・毎日洗濯をしてくれる家族 

・遊んでくれる友達 

・水筒を持ってきてくれる友達 など 

・言葉で伝えている。 

・お手伝いをしている。 

・笑顔でこたえている。 

・帰りの会で紹介している。 

 

□家庭・地域と一体となった体験活動を含

む「道徳学習プログラム」との関連 

 総合的な学習の時間で作成した「地域の

お宝マップ」を掲示しておき，児童が地域

の方の支えを想起しやすいようにしてお

く。さらに，ゲストティーチャーとしてお

話をしていただいた時の映像を流し，町の

人のことを思っての行為であることに気

付かせたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る 

・交通ボランティアの皆さんが毎日，立って

くださるので，挨拶を自分からしたい。 

・自治会長の○○さんに，「いつもありがと

うございます。」とお礼を言いたい。 

・災害ボランティアの方に手紙を書いて感

謝の気持ちを伝えたい。 

◇ 教師は，「どうして大西さんに似てい

ると思ったの？」「○○さんのどこが素

敵なの？」「○○さんのことをあなたは

どう思うの？」などと発問することで，

教師が押しつけることなく，児童の中か

ら感謝の気持ちが湧き出てくるようにす

る。 

 

 

 

 

 

あ 

 

た 

 

た 

 

め 

 

る 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

○ あったかタイムです。「心の貯金

箱」に入れたいことを書きましょう。 

 

・私は，家族や友達には感謝していたけれ

ど，地域の人にもたくさんお世話になっ

ていることが分かったので，ありがとう

と思いました。 

・私は，たくさんの人に支えられているこ

とをこれまであまり考えてこなかったけ

れど，今日は考えられて，嬉しかったで

す。 

・私は，恥ずかしくてなかなか話せないけ

ど，交通ボランティアの方にありがとう

と言えたらいいなと思いました。 

 

 

◇ あったかタイムとは，自分を見つめる

時間のことで，毎時間設定している。以

下のような視点で，じっくり自分を見つ

めさせる。今回は，児童に振り返りの視

点を選択させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 自分が多くの人に支えられていること

の有り難さや，感謝の対象についての自己

の変容に気付いている児童の言葉を取り上

げ，全体に紹介する。 

＊ 自分の生活が，間接的にも様々に，多

くの人々によって支えられていることに気

付き，そうした人々を尊敬し，感謝する心

情を高めているか。（ワークシート，発

言） 

・自分のいいところが，見つかりましたか。 

・自分が大切にしていることが分かりまし

たか。 

・自分があこがれていることが分かりまし

たか。 

・自分の考え方のよさが分かりましたか。 

・自分がこのようにしたいということがは

っきりしましたか。 

・どんなところが，むずかしいなあと感じま

したか。 

・新しい発見がありましたか。 

・今まであまり考えたことがなかったこと

を考えましたか。 

 



 

 

 


